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糖尿病は身近な病気です．糖尿病にならないために，また，糖尿病があっても元気でいきい

き生活できるように，みんなで楽しく学びましょう！ご家族様，ご友人もお誘いあわせのう

え，ご参加ください！お待ちしています！ 

 

１１月１４日は世界糖尿病デーです 
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いきいき健康セミナー（平成2３年８月２５日開催）より 

 

平成23年8月25日 いきいき健康セミナーで“健やかな排尿”をテーマに

講演させていただきました。暑い中23名もの参加をいただきありがとうござい

ました。 

 

泌尿器科は排尿に関する専門性を役立てていただ

けるよう、地域住民の皆様にご利用いただいている

診療科です。外来患者の主訴として最も多いものは

排尿困難、頻尿、尿失禁といった排尿に関するもの

です。 

 

排尿は尿を膀胱にためてお手洗いで出すという極めて当たり前の生理現象で

あり、幼少時に確立される生理機能ですが、様々な原因によりその当たり前のこ

とが思い通りできなくなります。その原因が前立腺肥大症や過活動膀胱といった

泌尿器科の疾患であるのか、糖尿病や腎機能障害など内科的疾患であるのか、脳

血管病変や認知症など神経疾患であるのかなどを短

時間で判断するにはある程度の経験が必要です。こ

れら疾患の診断には客観的な検査も必要です。 

 

今回のセミナーでは当科が行っている外来診療の

流れを提示するとともに、泌尿器科の代表疾患であ

る前立腺肥大症と過活動膀胱の最新のガイドライン

をわかりやすく図説し、この２疾患の診断と治療法

を講義させていただきました。 

 

私（河野）は、本演題についての講演は３回目でしたが、ガイドラインはその

間にも更新され、薬物や手術手技も進歩しますので、説明内容やデータも若干の

更新をさせていただきました。 

ハイテンションの早口での講義で、お聞き苦しかったのではないかと思います

が、参加者の皆様には深く感謝いたしておりま

す。 

 

 

泌尿器科部長 河野 学 

 

 

 

 

 

【いきいき健康セミナー風景】 

  

 

 
 

昨年も１２月半ばから流行し、一昨年には街からマスクがなくなるほど大騒ぎした新型

インフルエンザ（A/H１N１）でしたが、その後、２０１１年４月１日より、通常の季節

性インフルエンザとして取り扱われると厚生労働省より発表がありました。 

 

インフルエンザは毎年冬になると流行を繰り返し、国民の健康に大きな影響を与えてい

ます。インフルエンザウイルスは感染力が強く、これから冬に近づくにつれ、寒くて空気

が乾燥すると活動しやすくなるのが特徴です。 

 

 

 

 

１． 十分な休養とバランスのとれた栄養を摂取し、体の抵抗力を高め

ることで感染しにくくなります。 

２． 適度な温度、湿度を保つこと。インフルエンザウイルスは、乾燥

した環境では長く空気中にどどまっています。加湿器などで部屋の

湿度を５０～６０％程度に保ったり、ぬれたタオルをかけておくこ

とも予防になります。 

３． 帰宅後の手洗いとうがいの励行。インフルエンザに限らず、一般的な感染症の予防の

ためにもおすすめします。 

４． 人ごみを避けること。流行すると、短期間で大勢の人へ感染していきます。特にご高

齢の方、心臓や腎臓、呼吸器などに病気がある方は人ごみへの外出を控えたいものです。

また、マスクを着用しましょう。マスクは、のどの乾燥防止にもなります。 

５． 予防接種を受けること。インフルエンザを予防したり、たとえ罹ったとしても重症化

を抑える効果があります。 

 

インフルエンザの治療の基本は、症状を緩和するための対症療法と、インフルエンザウ

イルスの増殖を抑える薬による治療です。 

昨年秋に新しく2つの薬が発売され、現在インフルエンザの治療に使われるお薬は内服

薬、吸入薬、点滴注射と選択肢が増えました。 

とはいえ、このお薬がインフルエンザに罹ったすべての患者さんに必要というわけでは

ありません。インフルエンザの症状が出始めてからの時間や病状により、必要と判断され

た場合に処方されることになります。 

 

現在、日本で主につかわれているインフルエンザウイルスの増殖を抑えるお薬は、Ａ型、

Ｂ型両方に有効で、インフルエンザ発症から４８時間以内に開始することで、発熱を１

日程度早く治める効果が期待できます。このため、突然３８℃以上の高熱が出て、関

節痛、筋肉痛、頭痛、せき、のどの痛み、鼻汁など、インフルエンザが疑われる症状

が出たときは、早めに医師の診断を受けるようにしましょう。 

 

❏すこやかな排尿 「前立腺肥大と過活動膀胱」 

インフルエンザにかからないためにどんな方法があるの？ 



それでも、もしインフルエンザに罹ってしまったら、「安静にして十分な休養、特に

睡眠を」「水分をこまめに補給」に努め、咳やくしゃみがあるときは周りの方にうつ

さないよう「マスクの着用」「熱が下がっても２日程度は休養」し、具合が悪ければ、

早めに医療機関を受診しましょう！ 

 

これから冬がやってきます。インフルエンザに罹らないように「手洗い・うがいの 

励行」「外出時のマスク着用」「十分な栄養と休養」に心がけましょう！早めにワクチ

ン接種も受けましょう！ 

 
また、小児・未成年者については、インフルエンザと診断され治療開始後、少なくとも

２日間は、異常行動による転落などの事故を防止するため、一人にならないよう配慮する

ことを患者さん・家族の方にお願いしています。 

 

 

 

 

 

① タミフル（内服薬） 

飲み薬で、カプセルと粉薬があります。治療経験の多い薬ですが、

このお薬を飲んだ１０歳代の一部の患者さんが異常な行動を起こ

し、転落などの重大な事故があったとして、よく知られているお

薬だと思います。このため、１０歳以上の未成年の患者さんには

インフルエンザウイルス感染によって重症化する危険性のある場

合を除いて、原則として使用は差し控えるようにとされています。 

② リレンザ（吸入薬） 

吸入薬で、５歳以上を目安に適切に吸入できると判断される場合に使用されています。

インフルエンザウイルスは、呼吸とともに鼻やのどに吸い込まれ、気道（肺までの空

気の通り道）で感染を拡大していきます。このお薬は吸入タイプなので、インフルエ

ンザウイルスが感染・増殖する気道に直接働きかけます。 

③ イナビル（吸入薬） 

吸入薬で、適切に吸入できると判断される場合に使用されています。１回分を吸入す

れば治療が完結するタイプのお薬です。 

④ ラピアクタ（点滴注射） 

飲み薬や吸入薬が使えない患者さんやそのほか点滴注射が必要と考えられる場合に、

１回または、連日使われることもあります。 

 

 

                            

薬剤部  横川 琴枝 

  

 

                                                                   

治療薬はどんなお薬があるの？ 



十三市民病院の理念 ・ 基本方針 ・ 患者さんの権利及び義務 

                                                            

 

 

理  念 １ 市民に信頼され、地域に貢献する病院をめざします。 

２ 人間味あふれる温かな医療を実践する患者中心の病院をめざします。 

３ 将来にわたり、市民の医療ニーズに応える病院をめざします。 

基本方針 １ 公立病院として市民に信頼される病院をめざします。 

２ 患者の権利を尊重し、安全で良質な医療を提供します。 

３ 専門医療を提供し、医療機能の向上を図ります。 

４ 地域医療に貢献し、地域医療連携を積極的に推進します。 

５ 地域に貢献する病院として存続できるよう効率的な病院経営に努めます。 

患者さんの権利  
１ 良質で安全な医療を平等に受ける権利があります。 
２ 尊厳及びプライバシーに配慮した医療の提供を受ける権利があります。 
３ 自分の情報について、分かりやすく説明を受ける権利があります。 
４ 自分自身が受ける医療について、選択する権利があります。 
５ 自分の病気に関する説明、診療などを他の医療機関からも受ける権利があります。 

患者さんの義務  
１ 健康状態および診療に必要な情報を提供してください。 
２ 病院の規則をお守りください。他の患者さんへの迷惑行為や医療スタッフへの暴力・暴言

は固くお断りします。 
３ 医療費は速やかにお支払いください。 

 

 
８月４日（木）に、当院では初めてプロ歌手「佐藤勢津子さん・

柾木裕次さん」をお招きして演歌コンサートを開催しました。 

佐藤勢津子さんは、故美空ひばりさんの１歳違いの妹さんです。

佐藤さんと柾木さんは一緒に CD を発売されるなど親交があり、

おふたりともボランティアでご出演いただきました。 

最初に柾木さんが「ありがとう感謝」「天草海峡」「船頭小唄も

のがたり」等を、佐藤さんは、ひばりさんの懐かしのメドレーや

「みだれ髪」「人生一路」などをそれぞれ３０分間熱唱されました。患者さんにも大変喜ん

でいただけた最高のコンサートになりました。 

 

また、９月８日（木）には、これまでと趣向を変えて「ジャグ

リングショー」を開催しました。今回パフォーマンスをご披露い

ただいたのは、大阪工業大学の学生さんで「ジャグリングサーク

ルTOSS(トス)」の皆さんです。 

音楽に合わせて様々なパフォーマンスを見せていただき、小さ

なお子さんにはバルーンアートの作品がプレゼントされました。

身体を動かしながらのパフォーマンスに参加者から大きな拍手が

沸きました。 



 

◇◇◇ 院内コンサートのお知らせ ◇◇◇ 
当院では、10 月 13 日にヴｵ―カル・樋口みづほさん、ピアノ・佐藤由行さんのお二人を

お招きして、オータムジャズライブを開催いたします。  

また 11 月 24 日には、「アンサンブル・カモミール」の皆さんにより、クリスマスコン

サートの開催を予定しています。どうぞご期待ください！！ 

◇日 時：平成23年 10月１３日（木）午後７時～８時 

出演者：樋口みづほさん、佐藤由行さん 

◇日 時：平成23年１１月２４日（木）午後４時～５時 

出演者：「アンサンブル・カモミール」の皆さん 

◇場 所：両日とも当院１階 整形外科待合前にて 

◇参加費：無料   

ご家族の方もご一緒にぜひ聴きにいらして下さい！！ 

 

◇◇◇ いきいき健康セミナーのお知らせ ◇◇◇ 
当院では、２ヶ月に１回「健康と病気」に関する分かりやすい講演会を行っています。 

どなたでもお気軽にご参加ください。 

◇テーマ：『子宮がん検診を受けましょう！！』 

◇講 師：産婦人科副部長 中田 真一 

◇日 時：平成２３年１０月２１日（金）午後２時～午後３時 

◇場 所：当院９階 すかいルーム 

◇問合せ先：医療連携担当 電話０６－６１５０－８０００ 

参加は無料です。当日参加もＯＫです！！ 

 

◇◇◇ 肝臓病教室のお知らせ ◇◇◇ 
肝臓病ってどんな病気？肝臓病の食事ってどうすればいいの？肝臓病

とうまく付き合っていくには、どうしたらいいのか？ など、皆さんに

わかりやすお話しています。 

◇日 時：平成２３年１２月１５日（木）午後２時～午後４時 

◇場 所：当院９階 すかいルーム 

◇内 容：肝硬変について 

◇初再診料・指導料をご負担いただきます。（診察券又は健康保険証をご持参ください。） 

◇申込方法：外来受診時に主治医に申し出て頂くか、かかりつけの開業医の先生を通じて、

当院の「地域医療連携室」で予約を承ります。 

                            副 院 長      岡 博子 

皆さんのご参加をお待ちしています！！      消化器内科部長 倉井 修 
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